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積水樹脂グループ 経営ビジョン２０２０ 
３ｒｄステージ「中期経営計画」の策定について 

 

当社グループは、２０２０年３月期を最終年度とする新たな「中期経営計画」（４ヵ年）を策定いたしま

したので、その概要を下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ.前中期経営計画「JEX-2016（Jushi-Expansion 2016）」の 振り返り 

当社グループは、２０１３年度より３ヵ年の中期経営計画「ＪＥＸ－２０１６」を策定し、基盤事業の

強化とともにＭ＆Ａ戦略、グローバル戦略を推進してまいりました。Ｍ＆Ａ戦略は日本ライナー㈱の経営

権を取得し、国内標示材事業の拡大を推進いたしました。また、前中期経営計画「ＪＥＸ－２０１３」の

グローバル戦略の一環として取得したセキスイジュシ（タイランド）Co.,Ltd、及びビーメックスＢ.Ｖ.

（ジスロン（ヨーロッパ）Ｂ.Ｖ.に経営統合）は業績を拡大しました。しかしながら、国内の公共事業の

低迷や事業環境の激変に対応できず、増収増益は果たしたものの計画未達成となりました。その反省を生

かし、ターゲットとする事業領域を明確化した新たな中期経営計画を策定し、更なる成長を目指し取り組

んでまいります。 
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Ⅱ.経営ビジョン２０２０ ３ｒｄステージ「中期経営計画」 基本方針 

公共事業を取り巻く環境の激変に対応する為、民間分野への経営資源の配分を高めながら体制づくり・

投資による基盤強化を図り、当社グループの総力を結集し、２０１０年策定の「経営ビジョン２０２０」

の３ｒｄステージとして「基盤事業の進化と総合」「グローバル展開の拡大」「新事業創出」などにより拡

大基調を継続し、「複合技術を活かした安全・安心、環境保全に貢献するモノづくり」によって信頼され

る“Ｈｙｂｒｉｄ Ｖａｌｕｅ Ｃｏｍｐａｎｙ”を目指します。 

 

・期 間 ： ２０１７年３月期～２０２０年３月期（４ヵ年計画） 

・キーワード ： 総合力・巻き込み力・スピード力 

・基 本 姿 勢 ： 公共から民間へ方向転換を図る 

        (２０２０年３月期 連結売上高構成比率：民間部門７０％、公共部門３０％) 

進化と総合 



 

 

Ⅲ．数値目標 

（１）主要な経営指標     ２０２０年３月期目標     経営ビジョン２０２０ 

・連結売上高目標    １０００億円 （７０１億円）    １０００億円 

・連結営業利益目標  １２０億円   （９６億円）     １２０億円 

・ＲＯＥ    ８.２％   （７.９％）     １０.０％ 

・配当性向       ２７％以上 （２５.３％）     ２５％以上 

※( )内は２０１６年３月期実績 

（２）投資金額の目標 

・Ｍ＆Ａ投資額：１５０億円（４ヵ年） 

・連結設備投資額：  ８０億円（４ヵ年） 

 

Ⅳ．基本施策と戦略 

 

 

◆コア事業の進化 

時代のニーズに則してコア事業を発展・進化。 

強化領域「進化」７テーマ＋「総合化」３テーマを中心とした製品開発を産学連携・ベンチャーの活

用・M&A を駆使しながら展開します。 

[進化]７テーマ  ①観光     ②防災・減災  ③補修・メンテナンス  ④鉄道 

⑤リフォーム・リノベーション  ⑥リサイクル・リユース・減容 

 ⑦健康・癒し 

[総合化]３テーマ  ①スポーツ施設 ②アグリ・獣害 ③工場の安全・安心 

 

◆総合力の強化 

当社グループの最大の強みである幅広いドメインと製品群を最大限に活用。事業部門間の縦割りを廃

し横串を入れて、お客様ソリューションのために当社グループ製品の総合提案を強化します。 

 

 

 

（１） グローバル戦略  ～アジア・オセアニアと欧州に特化 ～ 

[アジア・オセアニア戦略] 

・セキスイジュシ（タイランド）Co.,Ltd において、自動車向け成型品及び金型事業の次の事業の

柱として「組立パイプシステム」（スペーシア㈱）製品の海外事業化を推進、また商社機能を持

たせてＡＳＥＡＮ諸国への当社グループ製品の販売拡大を推進します。 

・本格生産を開始したセキスイジュシプラメタル（タイランド）Co.,Ltd の販売を強化、「アルミ樹

脂積層複合板」と共に、装飾建材「メタカラー製品」を販売し、アジア・オセアニアの建築需要

を開拓します。 

 

[欧州戦略] 

・ジスロン（ヨーロッパ）Ｂ.Ｖ.は順調に拡大を続ける交通安全用品の更なる拡大に向けて、Ｍ＆

Ａを含めた事業拡大を推進します。 

・セキスイジュシストラッピングＢ.Ｖ.は梱包用バンド事業から総合物流事業への拡大を図り、当

社グループ製品を駆使して工場ソリューションビジネスを展開します。 

 

 

 

 

基本施策 

基本戦略 



（２） 新事業戦略 

【リサイクルシステム】 

梱包結束用バンド、人工木材、農業資材、防音壁などコア製品のリサイクルシステム構築により

新たなビジネスモデルを確立し、ユーザーの囲い込みと環境保全の両立を実現します。また、リ

サイクル材料の減容ビジネス（裁断機・圧縮機等）にも取り組んでまいります。 

【工場内安全製品の開発・上市】 

道路や都市・住環境分野で長年培ったノウハウを活かし、「工場の安全・安心」分野の製品を開

発し、安全柵や安全用品など工場内通行や生産現場における安全・安心を提供します。 

【補修・メンテナンス事業の拡充】 

公共事業は、予算が集中する国土強靭化並びにインフラ長寿命化対策分野に注力。当社グループ

の施工技術も活用しながら、提案から施工までワンストップでの対応を進めます。また、公共施

設管理の省人化・省力化に繋がるロボット技術やセンサー技術を組み合わせた製品開発に注力し

てまいります。 

【公民連携事業】 

近年増加している「公民連携スキーム」（民間による公共施設の設計・建設・維持管理・運営）

もターゲットとして保守・運営マネジメント事業など“公共と民間の中間的事業”に対する取り

組みも推進します。 

（３）Ｍ＆Ａ戦略 

欧州、アジア・オセアニアにおける更なる海外事業拡大及び国内事業強化領域を、スピードを  

もって実行するためＭ＆Ａ投資を積極的に取り組んでまいります。 

（４）２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック関連需要への取り組み 

・競技場及び競技場周辺への夏季対策、観光客の快適性・利便性を追及した製品開発を推進。また、

各地の強化練習施設等への競技開催後のレガシー関連事業に対する製品提案活動を行ないます。 

・今後各地で高まるスポーツ振興需要に対し、スポーツ周辺設備・器具等製品を拡充します。 

 

Ⅴ．積水樹脂グループのＣＳＲ 

（１） コーポレート・ガバナンスの強化 

社外役員の増員。（２０１６年６月２９日付実施） 

（２） 社会貢献活動 

国連生物多様性の１０年日本委員会への寄付活動、交通遺児育英会への寄付活動や森林保全活動

など継続性をもって取り組んでまいります。 

（３） ＣＳＶ（Creating Shared Value）の強化 

社会的課題の解決に向け、減災防災対策、交通災害対策や地球温暖化抑制対策製品の開発を強化

してまいります。 

以 上 


